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平成12年度当初予算(案) のあら まし

2 1

世紀への
まちづくりをすすめます

平 成12 年 度の 予 算( 案) がま とまり ま

し た。総額 は、3, 347 億円 余 です。そ の

う ち 、一 般 会 計は2, 142 億 円で 、3 年 連

続 増加し まし た。

予 算( 案) は

①高齢者や障害者が安心できるまちづくり

②安心して子育てができるまちづくり

③安全に住める防災 ・環境まちづくり

④生活者に便利で中小企業に優しいまちづくり

⑤意欲と生きがいを育てるまちづくり

を 五つ の柱 とし てい ま す。

この予算( 案) は
第一回区議会定例会で
審議中です。

表1　 平成12年度足立区当初予算( 案) 概要 ( 単位　百万円)

表2　 一般会計予算規模の推移 (単位　億円)

平 成12 年 度 一 般 会 計 当 初 予 算( 案) の 内 容
( 　) 内の数字は、総予算額に対する構成比

図1 財源別歳入予算額

歳 入予算額
2, 142億円
( 100%)

図2 目的別歳出予算額

歳 出予 算額
2, 142 億 円

( 100%)

図3 性質別歳出予算額

歳出予算額
2, 142億円
( 100%)

平成12年度予算(案)のくわしい内容
については、4・5 面をご 覧ください。

今号の主な内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

健
康
術
/
学
校
ア
ル
バ
ム

4
・
5
面
▽
予
算
特
集

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

掲
示
板
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

8
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ
よ

り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
FAX 3880―5678
「区民の声」を

お待ちしています

「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」

と
思
え
る
足
立
区
を
目
指
し
ま
す

平
成
1
2年
度
は
、
悲
願
で
あ
っ
た
都

区
制
度
改
革
の
実
現
を
は
じ
め
地
方
分

権
、
清
掃
事
業
な
ど
の
移
管
や
介
護
保

険
の
実
施
な
ど
、
足
立
区
に
と
っ
て
大

き
な
変
革
の
年
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
景
気
回
復
の
足
音
は
遠
く
、

区
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
平
成
1
2
年
度
の
当
初

予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
2
千
1
4
2
億
円
、

前
年
度
比
5
.
7
%
増
と
な
り
、
三
年
連
続

の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
中
に
は
移
管
さ
れ
る
清
掃
事
業
の

経
費
約
1
1
7
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、
実

質
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
予
算
で
す
。

予
算
編
既
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
公

正
・
公
平
で
責
任
あ
る
区
政
運
営
を
行

う
こ
と
を
基
本
に
、
次
の
五
つ
の
ま
ち

づ
く
り
を
中
心
に
考
え
ま
し
た
。

第
一
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
介
護
保
険

を
ス
ム
ー
ズ
に
開
始
さ
せ
る
た
め
、在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
3
ヵ
所
新
設
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
助
成
な
ど
、
介
護

関
連
施
設
の
整
備
を
す
る
と
と
も
に
、

生
活
支
援
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派

遣
・
軽
度
生
活
援
助
事
業
な
ど
介
護
保

険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
も
新
た
に
開
始
し

ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
の
社
会
参
加
、

就
労
を
促
進
す
る
た
め
の
(
仮
称
)
中
央

障
害
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

第
二
に
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、(
仮
称
)
こ
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
保
育
園
の
定
員
拡
大
や
弾
力
化
、

駅
前
保
育
室
へ
の
助
成
な
ど
、
保
育
の

待
機
児
解
消
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、
0

歳
児
保
育
・
延
長
保
育
の
拡
大
、
さ
ら

に
休
日
保
育
、
病
後
児
保
育
な
ど
保
育

の
多
様
化
を
進
め
ま
す
。

第
三
に
、
安
全
に
住
め
る
防
災
・
環

境
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
北
千
住
駅
・
竹

ノ
塚
駅
前
の
再
開
発
や
区
画
整
理
、
都

市
計
画
道
路
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備
を

積
極
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所

運
営
訓
練
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
総

合
防
災
訓
練
を
再
開
し
、
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

第
四
に
、
生
活
者
に
便
利
で
中
小
企

業
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
今
年
、

西
暦
2
0
0
0

年
を
初
年
度
と
す
る

「
2
・
2
・
2
住
宅
」
プ
ラ
ン
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
は
、
2
千
万
円

台
で
2
世
帯
住
宅
を
2
千
戸
建
設
す
る

と
い
う
事
業
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
綾
瀬

駅
・
区
役
所
本
庁
舎
・
西
新
井
駅
を
結

ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
モ
デ
ル
事
業
を

開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
へ
の

融
資
制
度
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
商
店

街
の
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

き
め
細
か
く
経
営
指
導
を
行
う
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

第
五
に
、
意
欲
と
生
き
が
い
を
育
て

る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
島
根
小
学
校
、

第
十
一
中
学
校
の
建
設
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
快
適
な
学
習
環
境
を
保
持
す

る
た
め
維
持
修
繕
経
費
を
積
極
的
に
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
を
機
会
に
生
涯
学
習

の
推
進
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
司
書
の
配
置
を
含
む
特
色
あ
る
図

書
館
づ
く
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

な
ど
を
進
め
ま
す
。

私
に
と
っ
て
は
初
め
て
編
成
す
る
年

間
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、厳
し
い
財

政
環
境
の
中
で
も
、
地
方
分
権
・
都
区

制
度
改
革
な
ど
区
が
果
た
す
べ
き
課
題

に
的
確
に
取
り
組
み
、区
民
の
皆
さ
ん

の
立
場
に
立
っ
た
予
算
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

区
長
　
鈴
木
恒
年

区内中小企業支援啓発標語　足立区で　買おう　食べよう　 頼もう
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保
健
福
祉

ガ
イ
ド

児
童
育
成
手
当
(障
害
手
当
)

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

□
児
章
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方
知
的
障
害
で

「愛
の
手
帳
」1
～
3
度
/
身
体
障
害
で

「
身
体
障
害
者
手
帳
」1
・
2
級
/
脳
性

麻
痺
ま
だ
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

※
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
児
童
が
施
設
入

所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

手
当
月
額
=
1
万
5
千
5
0
0円

□
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
〔身
体
障
害
者
手
帳
1

～
3
級
程
度
ま
た
は
愛
の
手
帳
1
～
3

度
程
度
(
3
度
は
診
断
書
が
必
要
で

す
。)〕
を
も
つ
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

方

※
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん・
:
所
得
が
限
度
額
以
上
あ

る
/
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/

児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金

の
受
給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
=

重
度
5
万
1
千
5
5
0円/
中
度
3
万
4
千
3
3
0

円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
児
童
手
当
係

身
体
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
の

定
例
払
い

3
月
2
7
日
ご
ろ
、ご
指
定
の
口
座
に

1
1
年
4
月
分
～
1
2
年
3
月
分
を
振
り
込

み
ま
す
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
と
の
併
給

は
で
き
ま
せ
ん
。
問
先
=福
祉
事
務

所
(
表
1
)
・
障
害
給
付
係

表1　 福祉事務所一覧

シ
ル
バ
ー
パ
ス
有
料
該
当
者
で

未
購
入
の
方
へ

4
月
1
日
か
ら
9
月
3
0
日
ま
で
半
年

間
有
効
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
販
売
し
ま

す
の
で
、必
要
な
方
は
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。日
時
等
=
3
月
3
1
日
～

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～

午
後
2
時
4
5分

使
用
で
き
る
の
は

4
月
1
日
以
降

対
象
=
7
0歳
以
上
の

有
料
パ
ス
対
象
者
(
既
に
1
年
分
の
パ

ス
を
購
入
し
た
方
は
除
き
ま
す
)

費

用
=
1
万
2
5
5円

申
込
=
費
用
と
印
鑑

を
持
参

場
・
問
先
=
高
齢
給
付
係

老
人
医
療
証
で
入
院
し
た
と
き
の

自
己
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す

対
象
=
老
人
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

世
帯
全
員
が
非
課
税
の
方
、
別
住
所
で

も
健
康
保
険
や
税
金
の
扶
餐
者
、
生
活

費
の
大
半
を
援
助
さ
れ
て
い
る
方
も
含

む
。

減
額
内
容
=
①
食
事
代
1
日
7
6
0

円
か
6
5
0円に
、1
年
以
内
の
入
院
日
数

の
合
計
が
9
1日
以
上
の
と
き
は
5
0
0円に

減
額
②
同
一
医
療
機
関
な
ど
の
1
月
の

入
院
医
療
費
が
3
万
5
千
4
0
0円を
超
え

る
金
額

※
申
請
に
よ
り
、
そ
の
月
の

初
日
か
ら
有
効
と
な
る
減
額
認
定
証
を

発
行
し
ま
す

問
先
=
医
療
助
成
係

募 集 し ま す
対象=保健婦( 士) <看護婦( 士) >の資
格を持つ55歳までの方、内容等=保健指
導/各種健診業務補助/1日6時間、週
5日/日額9千650円定員=1人期
間=4月1日～13年3月31日募集期
限=3 月15 日 選考 方法= 書類 選 考お よ
び 面接 ※ 日 程は 後日連絡 勤務 場所 ・
申 ・問 先= 江北 保 健相談所 保 健指 導係

3896 ―4004

高
齢
者
の
就
業
出
張
相
談

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
痔
ち
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
就
業
に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

※
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

お
い
て
は
、
都
・
日
暮
里
高
年
齢
者
就

業
相
談
所
と
合
同
で
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
日
時
等
=
▽
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
・
:

第
1
火
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

▽
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
西
新
井

サ
テ
ィ
4
階
)
・
:
第
3
木
曜
日
、午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
問
先
=
足
立
区
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

子
育
て
講
演
会

～
子
ど
も
の
し
か
り
方
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
～

小
さ
い
子
ど
も
へ
の
対
応
で
、
特
に

し
か
り
方
や
ほ
め
方
に
つ
い
て
、
子
ど

も
の
心
理
、
親
の
心
理
か
ら
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
日
時
=
3
月
2
3
日
團
、

午
前
1
0
時
～
正
午
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ

内
容
=
講
演
と
意
見
交
流
会

費
用
=
無
料

※
1
歳
以
上
保
育
あ
り

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
保
健
指
導
第

一
・
二
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

(親)
(乳)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

□
(
親
)
医
療
証

1
8
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
(
昭
和
5
6

年
4
月
2
日
～
5
7
年
4
月
―
日
生
ま

れ
)
の
(
親
)
医
療
証
の
有
効
期
限
は
3
月

3
1日
ま
で
で
す
(
1
8歳
に
な
っ
た
お
子

さ
ん
と
申
請
者
の
み
で
医
療
証
を
お
使

い
の
場
合
は
、
3
月
3
1日
で
申
請
者
の

受
給
資
格
も
な
く
な
り
ま
す
)
。
な
お
、

お
子
さ
ん
が
中
程
度
の
障
害
を
持
っ
て

い
る
場
合
は
。
お
子
さ
ん
の
2
0歳
の
誕

生
日
前
日
ま
で
使
え
ま
す
。

□
(
乳
)
医
療
証

6
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
(
5
年
4

月
2
日
～
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
の

(
乳
)
医
療
証
の
有
効
期
限
は
3
月
3
1
日
ま

で
で
す
。

問
先
=
児
童
医
療
係

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

(
ポ
リ
オ
)
予
防
接
種

日
程
等
=
表
2
対
象
=
5
ヵ
月
～
7

歳
6
ヵ
月
未
満
の
乳
幼
児

※
1
・
2

回
目
の
新
規
対
象
者
に
は
3
月
末
に
通

知
を
郵
送
し
ま
す
。
新
規
対
象
者
以
外

で
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
事

前
に
保
健
所
ま
た
は
保
健
相
談
所
に
予

診
票
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
接
種

当
日
は
、
説
明
書
を
よ
く
読
ん
だ
う
え

で
予
診
票
を
記
入
し
、
母
子
手
帳
・
体

温
計
を
持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問

先
=
保
健
所
・
保
健
相
談
所
(
表
3
)

ま
た
は
保
健
予
防
係

表2　 小児マヒポリオ生ワクチン接種日程表

※ 受付時間は、いずれも午後
1時45分～2時45分

表3 保健所・保健相談所一覧

介
護
保
険
Q
&
A

第20回

介
護
保
険
要
介
護

認
定
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

Q
介
護
保
険
要
介
護
認
定
申
請
の
締

め
切
り
は
い
つ
で
す
か
?

A
締
め
切
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
と
思
っ
た

と
き
に
、
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結

構
で
す
。

要
介
護
認
定
は
、
ご
自
宅
や
施
設
に

伺
い
訪
問
調
査
を
行
っ
た
り
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
意
見
書
を
依
頼
し
ま
す

の
で
、
介
護
を
受
け
た
い
と
思
っ
た
と

き
の
身
体
状
況
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
要
介
護
認
定
の
判
定
が
で
た

方
に
、
認
定
結
果
通
知
書
を
随
時
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
在
宅
で
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
内
容
な
ど
を
定

め
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
(
ケ
ア
プ

ラ
ン
)
」を
た
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
東
京
都
か
ら
指
定
を

受
け
た
事
業
者
の
介
護
支
援
専
門
員
(

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
に
依
頼
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
は
、
認
定

結
果
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
依
頼
書
」
に
事

業
者
名
等
を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
、

区
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
4
月
か
ら
介
護
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
4
月
よ
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

《
介
護
保
険
課
》

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
3
月
1
0日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

心
理
的
差
別
と
実
態
的
差
別
①

部
落
差
別
を
分
類
す
る
と
、
心
理
的

差
別
と
実
態
的
差
別
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

心
理
的
差
別
と
は
、
人
々
の
観
念
や

意
識
の
う
ち
に
潜
在
す
る
差
別
で
、
言

葉
や
文
字
や
行
為
を
通
し
て
現
れ
て
く

る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
差
別
落
書
き

や
誹
謗
・
中
傷
の
手
紙
、
結
婚
差
別
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
9
年
、
足
立
区
内
に
お
い
て
、

「
同
和
・
や
く
ざ
・
売
春
婦
」な
ど
と
記

載
さ
れ
た
貼
紙
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、9
年
か
ら
1
0年
に
か
け
て
は
、

特
定
の
個
人
に
対
し
、
同
和
地
区
出
身

で
あ
る
こ
と
の
公
表
、
現
金
の
要
求
な

ど
を
内
容
と
ず
る
差
別
脅
迫
(
ガ
キ
事

件
が
都
内
で
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
差
別
は
、
同
和
地
区
の

人
々
を
侮辱
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
新

た
な
部
落
差
別
を
引
き
起
こ
す
悪
質
な

も
の
で
す
。
私
達
一
人
ひ
と
り
が
、
差

別
に
気
づ
く
目
、
差
別
を
許
さ
な
い
と

い
う
心
が
大
切
で
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
も
、こ
の
よ
う
な
事

例
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和
対

策
へ

訪

問

千
住
警
察
署

千
住
警
察
署
は
、
響
視
庁
が
で
き
た

翌
年
の
明
治
8
年
に
創
立
さ
れ
、
今
年

で
1
2
5年目
を
迎
え
ま
す
。
千
住
警
察
署

は
、
荒
川
と
隅
田
川
に
囲
ま
れ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
千
住
」
の
地
を
管
内
と
し
て

い
ま
す
。

□
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
に

千
住
は
、
昔
の
風
情
の
あ
る
た
た
ず

ま
い
を
今
も
残
し
、
住
み
よ
い
環
境
の

街
で
す
。
レ
か
し
最
近
は
、
女
性
や
高

齢
者
を
ね
ら
う
、
オ
ー
ト
バ
イ
を
使
つ

た
ひ
っ
た
く
り
事
件
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
▽

人
通
り
の
少
な
い
夜
道
で
は
(
ン
ド
バ

ッ
グ
な
ど
は
胸
に
抱
ぐ

▽
(
ン
ド
バ

ッ
グ
は
車
の
通
る
反
対
側
に
持
つ

▽

自
転
車
の
「
前
か
ご
」
に
は
防
犯
ネ
ッ

ト
を
取
り
付
け
る
、
な
ど
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

千
住
警
察
署

管
内
に
あ
る
9

カ
所
の
交
番
で

は
そ
れ
ぞ
れ

、

安
全
な
街
づ
く

り

の

た

め
に

「
ふ
れ
あ
い
連

絡
協
議
会
」
を

定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま

す
。

こ
こ
で
は
、「ミ
ニ
広
報
紙
」
の
配
布

や
、
地
域
の
「ふ
れ
あ
い
連
絡
員
」
か

ら
要
望
な
ど
を
聞
き
、
犯
罪
に
対
す
る

被
害
防
止
を
呼
ぴ
か
け
て
い
ま
す
。

□
「
お
も
い
や
り

人
に
車
に

こ
の

街
に
」

千
住
警
察
署
で
は
、
皆
さ
ん
の
職
場

学
校
な
ど
に
出
向
い
て
交
通
安
全
教
育

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
交
通
安

全
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
(
写
真
上
)
「
お
も
い

や
り

人
に
車
に

こ
の
街
に
」
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
交
通
事
故
に
は
気

を
つ
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、4
月
か
ら
6
歳
以
下
の
子
ど

も
を
来
車
さ
せ
る
と
き
に
使
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
先
=

千
住
警
察
署
(
千
住
1
-
3
8
-
I
)

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

㈹
▲ 交通事故には気をつけて! 　(
資料: 千住警察署)

3 月10 日 は 東京都平和の日　 先の戦災で亡くなられた、多くの方々のご冥福と世界の恒久平和を祈念して、3 月10日(金)、午後1 時を期
して、黙とうを行います。皆さんのご協力をお願いします。
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精
神
保
健
講
座

～
こ
こ
ろ
と
体
の
し
く
み
「
睡
眠
を
考
え
る
」～

心
と
体
、
脳
の
関
係
に
つ
い
て
考
ま

す
。
睡
眠
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
2
回
の
講

座
を
行
い
ま
す
。

日
時
等
=
▽
3
月
2
7

日
剛
、
江
北
保
健
相
談
所
・
:
「
睡
眠

の
し
く
み
」

▽
4
月
6
日
閑
、
青
年

セ
ン
タ
ー
…
「
睡
眠
・
こ
こ
ろ
と
体
の

休
養
」※
2
回
の
参
加
が
望
ま
し
い

申
込
=電
話

―
―
い
ず
れ
も
―
―

時
間
=
午
後
2
時
～
4
時
申
・
問
先

=江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

網
膜
色
素
変
性
症
講
演
と
交
流
会

日
時
=
3
月
2
3日
團
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ

対
象
=
網
膜
色
素
変
性
症
の
方
、

そ
の
家
族
お
よ
び
関
係
者

内
容
=
講

演
「
網
膜
色
累
変
性
症
の
病
状
経
過
と

治
療
に
つ
い
て
」/
交
流
会
「
患
者
会

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
」

講
師
=
早
川

む
つ
子
氏
(
眼
科
医
)

定
員
=
5
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
足
立
保
健
所
保
健
指
導
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

在
宅
高
齢
者
訪
問
歯
科

診
療
事
業
が
終
了
し
ま
す

区
が
実
施
し
て
き
た
訪
問
歯
科
診
療

事
業
を
3
月
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

問
先
=
保
健
予
防
係

※
4
月
1
日
以
降
は
、
直
接
歯
科
医
院

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
歯

科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
近

く
の
歯
科
医
院
を
紹
介
し
ま
す

問
先

=口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
(

受
付
時
間

は
、
月
～
金
曜
日
は
午
前
9
時
3
0分
～

午
後
5
時
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

月
曜
日
　
(
3
8
8
2
)
7
3
3
7

火
～
土
曜
日

(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

期
間
=
3
月
3
1日
ま
で

場
所
=
区
内

実
施
歯
科
医
院

対
象
=
4
0歳
～
6
0歳

ま
で
の
区
民

※
節
目
検
診
に
お
け
る

歯
周
予
防
ク
リ
ニ
ツ
ク
を
受
け
た
方
お

よ
び
現
在
歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
い
る
な
ど

の
急
性
症
状
が
あ
る
方
は
除
く

内
容
=

歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診

定
員
=

千
人
(
先
着
順
)

申
込
=
(
ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
フ
リ
ガ
ナ
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

「
歯
周
病
健
診
希
望
」と
明
記

※
後
日

受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=

保
健
予
防
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
1
1
1
7
-
1

す
く
す
く
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、子
育

て
の
情
報
交
換
や
学
習
を
し
な
が
ら
友

達
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。日
時
=

4
月
～
9
月
の
月
2
回
水
曜
日
、午
前

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
対
象
=
第
1

子
で
1
0
年
5
月
～
1
0
年
1
0
月
生
ま
れ

(中
央
本
町
保
健
相
談
所
管
内
在
住
の

親
子
)

定
員
=
4
0組
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

ワン ポ イント 健康
術

【家でできるらくらく体操　～イスを使って～】

前回に続き、今回も室内でできる体操( 筋力トレーニング) です。
イスに座 つたままでできる運動もあるので、慣れてきたらテレビや
本を 見ながらでもできますよ。

①かかとを床に付けた
まま、つま先を高く上
げ下げする( すね)

②片足ずつひざを上げ
下げする( もも)

③片足ずつひざを曲げ
伸ばしする( もも)

④軽く腰掛け、背筋
をピンと伸ばして立
ったり座ったりを緩
り返す( もも)

⑤背もた れに手を掛け
て、かかとを 上げ 下げ
する( ふくら はぎ)

⑥イスに足をのせ、お
へそを見るように頭と
肩を床から起こす( お
なか)

⑦両手をイスの上につき、両足を後ろに伸ばし
てひじを曲げ伸ばしする( 腕、胸)

⑧ 指先を前に向けて手
をつき、ひじ を曲げ伸
ばし する( 上腕の後ろ)

※ 不 安定なイスの場合、⑦はテーブルや壁で。⑧は台などで行いましょう

★ポイント
□ 動作は反動をつけず、ゆっくり10～20回程度行いましょう
□ 息をこらえてがんぱるのは禁物! 声を出して数えながら行いましょう
□ イスは安定性の良いものを使いましょう

《体 育 課 》

選
挙
豆
知
識

政
治
家
な
ど
の
寄
附
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

公
職
選
挙
法
は
、
お
金
の
か
か
ら
な

い
政
治
・
選
挙
の
実
現
の
た
め
、
政
治

家
等
(
立
侯
補
予
定
者
を
含
む
)
が
選

挙
区
内
の
人
に
対
し
て
寄
附
す
る
こ
と

を
、
厳
し
く
規
制
し
て
い
ま
す
。
違
反

し
て
処
罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権
(
選
挙

権
・
被
選
挙
権
)
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

寄
附
に
は
金
銭
だ
け
で
な
く
品
物
も

含
ま
れ
、入
学
・
卒
業
・
就
職
な
ど
に

際
し
、
選
挙
区
内
の
人
に
贈
り
物
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取
ら

な
い
」
が
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
に

つ
な
が
り
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

区役所庁舎内の一部の部所が配置変更になります

※ 中央本町区民事務所・交通共済は3 月13日から、基幹介護支
援センターは3 月21日から新しい場所で業務を始めます

施
設
見
学
会
参
加
者
募
集

日
時
=
▽
団
体
コ
ー
ス
…
4

月
5

日
團
、
6

日
團

▽
個
人
コ

ー
ス
…
4

月
7

日

窗
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
(

予
定
)

コ
ー
ス
=

表
4

対
象
=

区

民

定

員
=
各
日
2
3
人
(

抽
選
)

※
団
体
は
1
5

人
以

上
、
個
人
は
3

人
ま
で

費

用
=
無
料

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
希

望
日
(
第
2
希
望
ま
で
可
)
、
参
加
者
全

員
(
団
体
は
代
表
者
の
み
)
の
住
所
、

氏
名
、年
齢
、
電
話
番
号
、「
施
設
見
学

会
」
と
明
記

期
限
=
3
月
2
1日
必
着

申
・
問
先
=
広
報
課

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
l

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表4　 見学会コース

学
校

ア
ル

バ

ム

皿沼小学校
皿 沼1- 19- 1

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
重
の
精
神
を
す
べ
て
の
教
育

活
動
の
基
調
と
し
、
知
・
徳
・
体
の
調

和
の
と
れ
た
人
間
性
豊
か
な
児
童
の
形

成
を
目
指
し
、
生
涯
学
習
の
基
礎
の
確

立
を
期
し
て
、
次
の
教
育
目
標
を
設
定

す
る
。

・
進
ん
で
　
学
ぶ
子

・
仲
よ
く
　
助
け
合
う
子

・
明
る
い
　
元
気
な
子

【
沿
革
】

▽
昭
和
5
7年
4
月

皿
沼
小
学
校
と
し

て
開
校
、
鹿
浜
第
一
小
学
校
や
北
鹿
浜

小
学
校
な
ど
か
ら
児
童
を
迎
え
る

▽

平
成
3
年
1
0月

創
立
1
0周
年
記
念

▽
平
成
4
～
6
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
力
校
▽
平
成
1
1
年
学
校
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
開
始

▽
平
成
1
1年
3
月

末
現
在

卒
業
生
総
数
千
5
9
4
人

▽
平

成
1
2年
2
月
現
在
1
3
学
級
、
児
童
数
4
3
3

人
【
佐
藤
衆
一
校
長
か
ら
】

広
い
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
、
い
つ
も
遊

び
の
輪
が
広
か
っ
て
い
ま
す
。

人
・
自
然
・
本
と
の
か
か
わ
り
を
深

め
、明
る
い
笑
顔
と
「あ
り
が
と
う
」

の
温
か
い
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
や

思
い
を
大
切
に
し
た
教
育
を
進
め
て
い

ま
す
。

加賀中学校
加賀2- 25- 22

【
教
育
目
標
】

2
1世
紀
を
目
指
し
、
人
間
尊
重
の
精

神
を
基
盤
と
し
て
基
礎
的
、
基
本
的
事

項
を
重
視
し
、
個
性
を
生
か
す
教
育
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
。
心
身
と
も

に
健
康
で
感
性
に
富
み
、
生
涯
を
通
し

て
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
間

を
育
成
す
る
た
め
次
の
目
標
を
揚
げ
る
。

・
学
ぶ
人
(生
涯
学
び
つ
づ
け
る
資
質
)

・
鍛
え
る
人
(
心
身
の
健
康
)

・
思
い
や
る
人
(
豊
か
な
人
間
性
)

【
沿
革
】

▽
昭
和
5
9年
4
月

加
賀
中
学
校
と
し

て
開
校

▽
昭
和
6
1・
6
2年
度

区
教

育
委
員
会
研
究
奨
励
校
(
個
性
を
生
か

し
基
礎
学
力
を
身
に
つ
け
る
生
徒
指
導

法
)

▽
平
成
3
年
1
1月

学
校
給
食

優
良
学
校
と
し
て
都
教
育
委
員
会
よ
り

表
彰
▽
平
成
5
年
1
0
月
創
立
1
0
周

年
記
念
▽
平
成
7
・
8
年
度
区
教

育
委
員
会
研
究
奨
励
校
(
基
礎
学
力
の

充
実
を
図
り
、生
徒
自
ら
が
意
欲
的
に

活
動
す
る
指
導
法
の
工
夫
)
▽
平
成
9
～

1
1
年
度
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普

及
事
業
協
力
校

▽
平
成
1
1
年
3

月
末

現
在

卒
業
生
総
数
2

千
6
1
1人

▽
平
成
1
2

年
2

月
現
在
1
0
学
級
、生
徒
数
3
3
6人

【
山
本
昌
知
子
校
長
か
ら

】

朝
4
0
0
mの
ラ
ン
ニ
ン
グ
ロ
ー
ド
を

走

る
生
徒
、
あ
い
さ
つ
・
清
掃
活
動
を
す

る
生
徒
た
ち
の
活
気
で
一
日
が
始
ま
り

ま

す
。玄
関
前
の
大
き
な
レ
リ
ー
フ
(
花

や
鳥
に
囲
ま
れ
楽
器
を
奏
で
る
子
ど

も
)

の
よ
う
に

、
生
徒
た
ち
は
地
域
・

保
護
者
の
方
々
の
励
ま
し
の
中
で
の
び

の
び
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
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予算

特集 五つのまちづくりをすすめます
高
齢
者

や

障

害

者

が

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

苦
情
解
決委
員
会設置

新
規

涓
万
円

-
-
-
-

一局
船
者
柚
祉
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
‥心

估
な
ど
を

、
公
田

で
巾
な
な
立
場
で
迅

速
に
処
型
す
る
た
め
、
委
貝
会
を
設
癶

し
ま
す
。

持
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
退

所
支
援

新
規

頂
万
円

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
乙
選
定

の

公
平
性
の
磴
傑
お
よ
巧
簒

所
洒
の
冂

冊
な
在
宅
生
活
へ
の

移
行
を
支
梹
F
ま

光
特
別

費
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営
費
助
成

新
規

4
偲
1
干
5
4
9万
円

公
設
の

持
別
養
誕
老
人
ホ
ー
ム
3

施

殿
に
対
し

、
経
過
捫
跨
と
し
て
運
営
費

助
呎
な
y
碁

行
い
生

町

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

運
営
費
助
成

新
規

4
億
8
千
1
0
1万

円

既
設
の
高
齢
お
在
宅
サ

ー
ピ
ス
セ
ン

タ
ー
1
2施
設
に
対
し
、
竃
髫

四
阿
と
し

て

運
営
費
助
収
な
ど
を
し
い
ま
す
。

特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
建
設

口
億
4

千
9
8
8万
円

特
別
養
護
各
人
ホ

ー
ム
入
所
待
機
者

セ
ロ
膏

せ
U

た

高
齢
者
柚
祉
施
設
の

撰

罘

柘

極
的
に
推
進
旻

す
。

地
域
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム
運
営
費
助

成

新
規

4
千
9
6
6万
円

「
自

立
」
と
判
定
さ
れ
た
ま
弱
な
高

齢
者
を
対
阻
に
、
適
所
甲
裏
を
実
施
す

る
冊
齢
者
在
七
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
N
P
O

な
ど
に
対
し
、
思

容

助
成
を

。し
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
育
成3

千
8
0
0万
円

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
琲

落

砌

す
る

た
め
、
2

級
扠
収
講
凹
を
実
殖
し
ま
す

害

尺

質
を
雁
Q

す
る
た
め
フ

ォ
リ
ー

ア
ッ
ブ
研
修
を
実
施
し
ま
す

生
活
支
援
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等

の
派
遣

新

規

1
億
2
千
2
2
1万
円

皿
居
等
9
心
齢
弓
の
白
・
リ
勹
活
9
x

援
、
・要
介
護
状
態
の
進
行
防
止
の
た
め

、

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
池
、
軽
り
な
目

笊
生
冊
の

援
助
を
‘り
い

ま
す

配
食
サ
ー
ビ
ス
促
進
事
業

新
規

2
干
ぶ
万

円

配
頁
サ
ー
ビ
ス
業
者
に
対
す
る
・
設
㈲

費
町
の
叫
成
を
口
?
左
に
よ
り
、
邵

業
と
の

参
入
を
心
し
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

含

皐
n

ま

す

障
害
者
保
護
雇
用
清
掃
事
業

社
会
福
祉
協
議
会

4
千
7
1万
円

般
就
労
か
困
難
な

障
害
f

を
眤
川

し

、
就
労
り

心
を
9

裏

す

、

心
身
障
害
者
(

児
)
委
託
ホ
ー
ム

ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣

6
億
8

千
8
5万
円

巾
度
の
『
心
口

峰
両

名
に
対
し
、
征
来

の

滞
在
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と

紕
夊

お

せ
て

、
巡
口
叩
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
実

施
匚
亟
す

鉄
道
駅
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
整
備
促
進

2
干
錮
万
円

東
武
鉄
逎
竹
ノ
塚
駅
西
目
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
の
略
筒
を
助
成
し
ま
す
。

中
央
障
害
セ
ン
タ
ー
の
整
備

新
規

3
干
5
0
0万
円

火
西
の
岬
当
福
祉
船
合
セ
ン
タ
ー
を

両
桐
し

、(
仮
町
)
巾
央
障
害
セ
ン
タ
ー

ぷ
建

設
し
ま
す
。

保
健
所
等
の
整
備

1
千
揃
万
円

胄
ノ

塚
只
内
:
1
1地
卜
。巾
册
旭
叫
闘
発

ビ
ル
内
に
(
仮
称
)

竹
の
塚
保
健
絎
合

セ
ン
タ
!
を
汲

置
す
る
た
め
の
準
備
を

閧
冶
匚
ま

す
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

休
日
保
育
の

実
施

新
規

ヨ
万
円

日
曜
・
祝
日
な
ど
の
休
日
保
介
需
要

に
対
応
す
る
た
め

、
保
育
室
2

施
設
で

休
日
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

保
育
室
の
運
営
委
託3

億
1

干
2
8
1万
円

保

施
設
侭

い
鵆
設
か
ら
、
駅
前
保

輿

影
5

め
2
3
施
設
に
増
や
し

、
で

の

待
機
児
解
消
を
図
n
走
于

。

病後
児
保
育の
実
施

新
規

6
2
7
万
円

病
気
回
復
期
袤
た
は
軽
度
の

病
気
冶

原
中
に
あ
る
児

童
蚕
、
ぼ
内
の

委
託
施

投
で
一
時
頂
か
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ほ

弯
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
ひ
ま
す
。

児
童
の
保
育
委
託

3
0億
了
干
9
5
3万
円

入
所
児
童
叡
7
3
人
別

、
延
長
保
育
、
0

歳
児

保
台
の
拡
人
に
よ
り
、
待
礎
県

解
消
や

傑
肖
サ
ー
ビ
ス

徇
充
実
を
ぷ
り

ま
す

。

保
育
園
の
管
理
運
営

口
億
涓
万
円

延
長

似
介
実
施
園
を
H

圃
に
拡
大
し

、

特
例
保
膏
を
し
歳
児
ま
で
拡
大
し
ま
す

。

求
た

、
給
食
調
理
の
民
間
委
託
を
4
聞

吁
い
ま

す
。

家
庭
福
祉
員
制
度

1
億
6

千
脯
万
円

家
庭
福
祉
に
薛
肖
マ
マ
)
を
5
3人

か
ら
6
0
人
に
炳
員
し

、2
1人
の
待
機
児

解
消
を
図
り
ま
す

。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業

社
会
福
祉
協
碧
t
1
千
8
2
2
万
円

余
口

組
織
宍

濆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に

よ
る
育
児
援
助
活
動
事
業
を
行
い
事
歹

公
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励

4
零
t
千
泪
万
円

補
助
対
策
が
咼
3

歳
の
挺
生
口
か
ら

と
し
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
負
担
額

が
L

口

を
1
0と
し
た
場
合
、
ワ
天

口

が

日
、
叉

囗
以
降
が
口
と
な
る

さ
っ
雄

勁
費
を

竡
額
し
康
司

安

全
に
住
め
る
防
災

環
境
ま
ち
づ
く
り

防
災
応
急
危
険
度
判
定

新
現

7
5万
円

弼
X

に
よ
り

被
災
し
た
辿
築
物
の
片

険
席
を
判
定
し

、
余
震
な
ど
に
よ
る
『

呎
災
害
を
防
ぐ
た
め
、「
応
急
危
険
度
判

定
卜
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

贏
秕
皿
し

ま
す災

害
演
習

3
千
2
7
3万
円

阪
神
慶
路
大
震
災
か
ら
5
印
が
径
迴

し

、1
2
年
度
は
防
災
闃
係
機
関
と
連
携

し
た

一
怩

回

災
訓
芦

産
・凡
川
回
川

敷
で
再
開
し
ま
す

求
た

、
地
域
住
民

で
組
織
さ
れ
る

「
避
難
所
薦

宋

砂

を
避
難
所
ご
と
に
設
近
し

、「
避
貶

所
浬

営
訓
練
」
を
実
施
し
廖
罵

北
千
住
駅
西
口
地
区
再
開
発

4
2億
6

干
2
0
1万
円

-
-
　

心
開
兄
紅
a
へ
柚
助
金
皿
同
施
投

餠
備
特
・
工
悁
監
理
特
等
)
お
よ
び
公

共
施
設
昂
薯
負
担
金
(
公
共
施
設
実

兎
-
及
計
・
柿
償
眥
等
)
ぷ
隻
出
し
ま
す

竹
ノ
塚
駅
西
口
地
区
再
開
発

1
悟
了
干
砌
万
円

再
闘
発
臾

ぺ

補
幼
金
(

施
設
建
築

物
実
施
設
計
・
咥
利
変
換
・計
叫
等
)
を

支
出
し
ま
す

。

公
園
・
緑
地
の

改
良4

俾
t
干
猖
万
円

北
啀
浜
公
園
の
全
面
略
譽

居
卜
に
拓

、

既
設
公
園
の

改
良
r
亊
を
行
い
求
哭

公
園
・
児
童
遊
園
・
親
水
施
設
な

ど
の
保
全
事
業

水
爻

″
の
公
社
9

億
冫
干
3
8
5万
円

公
園
や
児
童
遯
園
、親
水
水
・
路
な
ど

の
畏
髟
麦
全
で
快
適
に
保
ち
ご
っ
る

お
い
と
や
十
ら
y
乃
參
?
?
冫
7
つ
く

9
甼

。

彫
刻
の
設

置
事
業

ま
ち
づ
く
り
公
社
1

千
7
3
3
万
罔

彫
刻
の
多
宝
茗
の
景
観
を
塁
㈲
し

恚
默

歩
行
者
系
道
路
の
整
備

1
零
早

卵
万
円
一

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ヽ
-
ン
ー
加
平
・
硬

祁
地
区
)
螫
備
奎

び
高
架
卜
通
路
(
初

原
・
綾
瀬
地
区
)
整

㈲
等
を
行
い

ま
す

生

活
者
に
便
利
で

中
小
企
業
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

中
小
企
業
一
般
融
資
の
充
実

1
7億
1

千
8
3
万
円

巾
小
企
業
に
各
種
廓
業
貫
令
蒿
あ
っ

せ
ん

融
資
す
る
こ
と
に
よ
り

、
経
宮
支

佞
を
眄
い
ま
す

。1
2千
度
も
聞
漢
資
企

の
受
け
付
け
を
引
き
厩
き
行
い
ま
す

。

商
店
街
空
き
店
舗
対
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事業

新
規

2
1
0
万
円

企
き
心
釧
発
生
の
索
然
防
止
の
た
め

。

商
店
街
の
中
に
念

モ
デ
ル

店
舗
の
紅

乙
改
善
を
図
り
ま
す

。
衣
だ

、
事
例
集

膏
い
(表
す
る
こ
と
で
商
店
街

全
体
を
属

畦
化
h
ま

す

。

商
店
街
装
飾
灯
等
維
持
補
修
事
業

へ
の
助
成

6
3
0万
円
一

今
年
度
よ

り
ア
ー
ケ
ー
ド
の
巓
去
匸

亊
、
街
路
灯
の
補
強
・
ま
片

え
エ
小

に
禰
助
か
拡
大
し
、
商
店
街
の
仂
捐
略

減
を
図

う
て
い
膺
沃

す
。

都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
事
業

祁
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
2

千
ぷ
万
円

・
簡
店
街
の
活
吐
化
・
ま
ち
つ
く
り
計

凹
に
関
す
る
事
業
、
産
業
情
報
に
闃
す

る
事
業
を
行
い
ま
す
。
ホ
£
、
£
た
ち

沒
の
ポ
イ
ン
ト
カー
ド
`
事
業
の
支

援
、
公
共
駐
市
場
・

駐
軸
場
の
運
営
、

公
社
ニ
ュ
ー
ス
と
霪
の
き
の
発
行
な
ど

を
行
い
ま
す
。

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業

髣
堽
サー
ビ
ス
葦
-
4
?
恚
万
円

巾
ぶ

業
勤
労
者
の
枷
利
厚
生
駟
躄

内
職
窓

つ
せ
ん
・
相
談
、
優
良
従
童

囚
永
竿
動
続
者
褒
戮

匐
労
福
祉
会
心

運
営
な
ど
晏
行
い
ま
す
。

2
・
2

・
2

住
宅
プ
ラ
ン

新
規

1
千
沺
万
円

庄
宅
・
瞳
環
境
整
備
と
一
体
に
高
齢

考
曼

い
め
、
中
堅
フ
ァ
ミ
リ
ー
別
向
け

に
艮
n

・
低
・
爬
な
叨
こ
リ
晋

汾
陌

老

供
給
す
る
た
め
、
定
關
借
地
権
制
度
を

活
用
し
。
平
晩
1
9
年
度
ま
で
に
2

世
帯

か
庄
み
続
け

れ

る
住
宅
を
2

千
万
円

台
で
2

千
戸

伏
給
し
ま
す
。

バ
ス
路
線
網
の
再
編
等

新
規

1
干
1
2
6万
円

-
-
-
-
-

便
利
で
快
廼
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
を
目
指
し

、
新
線
閧
通
に

向
け
た

パ
ス
路
線
網
再
祠

計
画
策
定
調

査
耶
便
豕
T
y

と

も
に

、(
。仮
称
)
都

市
交
通
愁
謡
会
を
設
置
し
ま
す

。

鉄
道
新

線
関
連
土
木
事
業2

千
心
万
円

占
拝
駅
自
転
ポ
駐
巾
場
の
整
備

、
江

北
駅

・
Q
沼
代
親
水
公
園
駅
の
駅
前
広

煬
整
備
の
た
め
の
設
計
委
託
を
吁
い
ま

す

。

常
磐
新
線
の
建
設
促
進

8
千
川
万
円

穴
磐
新
編
の
祭
躪
健
迎
を
図
秀

め

、

常
翳
新
編
第
3

セ
ク
タ
ー
冨

都
圏
新

乱
市

鉄
道
株
式
余
社
)
へ

出
介
す
る
と

と

も
に
、
(仮
称
)
青
月
駅
出
入

口
詳
細

・
設
計
委
託
を
実
施
し
ま
す
。

意

欲
と
生
き
が
い
を

育
て
る
ま
ち
づ
く
り

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進2

5
4万円

学
校
・
家
庭
・
地
域
か
J
挟

を
図
り
・
、

子
ど
も
の
吸
長
を
と
も
に
支
え
0

つ
汢

紕
み
づ
く
變

し
て

「
聞
か
れ
た
学
校

づ
く
り
'
彖

諤

鴛

ま
友

学
校
の
適
正
配
置

2
千
原
万
円

-
-
過
小
規
快
校
笳
皐
關
に
解
消
し
、
教

膏
環
塊
の
均
衡
化
を
図
n
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

新
規

2
千
攅
万
円

「
斯
学
習
指
導
四
皿

に
研
づ
き
、

各
乍
校
か

「
恚

弐

力
」
の
賈
既
を
日

折
し
、
教
科
の
伜
を
和
え
た
幸
問
が
で

き
ま

つ

。総
劭
的
な
字
肖
の
時
間
」

を
新
設
し
ま
す
。

高
齢
者
就
労
支
援
事
業

新
規

9
万
円

高
齢
酒
鳳
労
の
し
く
み
づ
く
り
と
し

て
、
企

裏
に
よ
る
魯
船
略
働
6

漑
遺
甲

粟
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

第
三
次
足
立
区
男
女
共
同

参
画
計
画

の

策
定

新
規

1
6
7
万
円

第
三
次
足
立
区
男
女
共
同
穆
回
引
回

の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
吁
答

築

へ
の

仏
的
な
鍵
だ
を
行
う
た
め
(
仮
称
)

・足
立
区
男
女
共
同
参
回
推
進
公
議
を
忌

卮
し
素
見

姉
妹
都
市
と

の
交
流

国
際
親
善
協
会

2
8
1
万
円

如
妹
都
市
と
の

交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
畤
成
や
在
口
外
国
人
と
の

交
流
を

通
じ
て
、
区
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
化
を

推
進
し
ま
す
。

こ
ど
も
科
学
館
事
業

(
仮
)
生
涯
学
習
振
興
公
社
了
干
3
9
8万円

科
学
館
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
ド
ー

ム
シ
ア
タ
ー
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る
科
学
館
の
迎
富
を
行
い
ま
す
。

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
事
業

(
仮
)
生
涯
学
習
振
興
公
社
9

干
呷
万
円

芸
術
公
演
や
K

民
オ

ー
ヶ
ス
ト
ラ
の

介
吹
な
ど

、
帆
広
く
芸
術
文
化
活
励
を

推
進
し
ま
す

。

健
康
体
力
づ
く
り
事
業
の
支
援

仮
)
生
涯
学
習
振
興
公
社
5

千
呷
万
円

総
所
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
や
各
フ
ロ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

、
誰
で
も
気
畦
に
楽

し
跫

各
極
健
康
休
力
づ
く
呆

ス
ポ

ー
ツ
事
案
歌

尤
実
し
ま
す

。

校
舎
建
設
(
小
・
中
学
校
)

2
4億
4

干
涓
万

円

枸
陥
か
学
校
・
-
島
根
ふ
幸
校
の
校
余

改
桑
お
よ
び
第
卜

。巾
学
校
の
改
修
を

行
い
ま
す

。

(
仮
称
)

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設

2
儔
ぢ

千
7
2
8万[
[

北
千
住
駅
西
口
地
区
市
衝
地
再
ぽ
発

に
ル
内
に
(

仮
称
)

総
凸
文
化

セ
ン
タ
1

を
迎

殿
し
廖
て

施
設
に
は

、
ホ

ー

ル

ー
ア
ー
皋

ヤ
ラ
リ
ー
な
ど
卷

予
足

し
て
い
ま
す

、

平成12 年度に
開 設 す る
主 な 施 設

①
所
在
地

②
壻
楫
辱
J

主
な
旒
霞

、
事
業
内
容
等

④
開
般
時
期

・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
さ
く
ら
」
T

・皿
沼
2
-
8
-
8

②
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造

地
上
4

片
・
地
下
―
階
、

延
べ
床
面
積
4
千
9
1
7㎡

仰
特
川
養
護

老
人
ホ
ー
ム
(
印
人
)
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
(
1
2人
)
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
(
2
5

人
)
、
身
体
障
宍
名
簾
護
厖
・設
「
か

き
(

併
設
)
」(
1
0人
)

ぶ
1
2
年
1
月

l
l

学
習
総
合
施
殴
・
学
び
ピ
ア
2
1
T

千
佳
5
j
1
3
5
J
S
R
C

遣

旭
上
2
1
陪
・
地
下
2

階

、
床
面
積
3

万

2
千
3
8
0
㎡
冫
I
A
陋
・
・
・
巾
央
図
a

酣
4
階
:
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、教

穴
研
穹
呎
荒
川
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
y

階
・
・
生

涯
学
糾
セ
ン
タ
ー
6

隅
・
』・

放
送
大
学
7

鵈
・
:
レ
ス
ト
ラ
ン

ーよ
1
2

年
7
月

・

梅
島
小
学
校

T
駆
Ⅲ
7
-
3
5
-
I
2

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造

部
5
浙

延
べ
床
而
晤
7

千
弼

㎡

雲

気

教
室
、
特
別
教
室
、

ワ

ー
ク
ス
ペ
ー
ス

、
ラ
ン
チ
ル

ー
ム

、

ク
ラ
ブ
(

ウ
ス

、
体
介
館

、
プ
ー
ル

、

防
災
備
蓄
介
Ⅲ

等

よ
1
2
年
9
月
予
定

・
(

仮
称
)

竹
の
塚
福
祉
園

企
竹
の
獵
7
-
1
9

②
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造

、
延
べ
味
㈲
治
約
3
1

㎡
J

・

知
的
障
肖
名
史
牛
施
設
(
6
0人
)
、
知
叶

障
両
名
授
産
施
設
(
6
0人
)
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス

④
1
2
年
9
月
予
足

泰
北
鹿
浜
公
園
(
a

良
)

m
鹿
浜
3
2
6
1
ぷ
剛
柚
L
刀
9

千
w
㎡
の
交
通
公
園
、遊
広
助

・
ぶ
1
2年
1
2月
予
定

蒹
関
原
一
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
住
宅
4

=
`
棧

工

関
原
I
-
2
J
4

階

、
吸
地
面
積

涓
㎡
、
延
べ
床
面
袙

Ⅲ

㎡

噐
ま
ち

つ
く
り
弔
裏
川
住
宅
1
0
戸

、
地
域
川
放

型
共
川
冤
よ
兮

丿
1
3印
1
月

・

シ
ル

バ
ー
(

ウ
ジ
ン

グ
中
央
本
町

(
都
住
)

・
T
中
火
氷
町
2
1
7

②
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
9

階

溪
2
4戸
(
m

身
川
I
D
K
1
2

戸

、
幌
帯
用
2
D
K
1
2

戸
)

④
1
3年
2
月

・
(

仮
称
)

柬
稜
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー
字

畫
保
育
霙
分
室

ぷ
東
剛
1
-
1
7
1
2
北
。一
谷
小
学
校

内
2
延
べ
床
而
積
9
9
・
1
0
㎡
(
教
室

改
修
)
j
字
革
除
台
・
y
(
定
口
3
0
人
)

④
1
2年
4

月

一

大
谷
田
学
童
保
育
室
(

改
築
)

丁
中
川
1
-
H
-
2
7

大
谷
川
小
幸
稜

吸
地
内
2

平
屋

延
べ
床
面
積
閇

㎡

ぷ
学
叭
保
介
室
(
定
口
韶
人
言
±
1
2年
9

月

▲ 特 別 賢 護 老 人 ホ ー ム 「 さ くら 」

1 学 びピ ア21



2000 年( 平成12 年) 3 月10 日あ だ ち 広 報第1266 号 ( 6)

く
ら
し
の
情
報

年
金
・
国
保
・
税

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

1
2年
度
分
の
保
険
料
免
除

1
1
年
度
に
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
た
方
(
学
生
も
含
む
)
は
、3
月

末
で
免
除
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
引
き

続
き
免
除
を
希
望
す
る
場
台
に
は
、
改

め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。4
月
初
め

に
お
送
り
す
る
前
期
分
納
付
書
に
「
免

除
申
請
書
」
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

免
除
の
理
由
を
く
わ
し
く
記
入
し
て
、5

月
末
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、1
2
年
度
か
ら
の
免
除
希
望
者
は
、

4
月
以
降
5
月
末
ま
で
に
国
民
年
金
課

ま
た
は
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

免
除
申
請
に
必
要
な

も
の
=
年
金
手
帳
/
学
生
の
方
は
学
生

証
(
コ
ピ
ー
可
)

※
く
わ
し
ぐ
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
国
民

年
金
課
保
険
料
係

も
う
1
枚
の
保
険
証
(学)

・

(遠)

の
保
険
証

家
族
の
一
部
が
住
ま
い
を
離
れ
る
と

き
、
国
民
健
康
保
険
証
を
家
族
と
分
け

て
別
に
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
(
学
)
(
学
生
用
)
の
保
険
証

お
子
さ
ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て

就
学
す
る
と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の

生
活
費
な
ど
を
援
助
し
て
い
る
場
合

□
(
遠
)
(
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証

家
族
が
旅
行
・
出
張
な
ど
で
1
ヵ
月

以
上
、2
3区
外
に
離
れ
る
と
き
や
、
足

立
区
外
の
施
設
に
入
所
す
る
場
合

※
く
わ
し
ぐ
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ

い

申
・
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資

格
賦
課
係

こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
、
や
め

る
手
続
き
は
自
動
的
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

表
1
に
該
当
す
る
方
は
、1
4日
以
内
に

届
け
出
を
済
ま
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
や
手
続
き
の
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格

賦
課
係

表1　 手続きか必要な事例一覧

「※ 」は国保加入者のみ対象

休
日
納
付
相
談

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

休
日
納
付
相
談
を
し
て
い
ま
す
。
保

険
料
の
支
払
い
方
法
な
ど
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時
=
3
月
2
6日
四
、
午

前
9
時
～
午
後
4
時

場
・
問
先
=
国

民
健
康
保
険
課
滞
納
整
理
第
一
・
第
二

係

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、国
氏
健
康
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
各
納
期
ご
と

に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
の
で
安
心
で
す
。

申
込
=
窓
口
に

預
(
貯
)
金
通
帳
、
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ

れ
の
納
付
書
を
持
参

申
先
=
預
(
貯
)

金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を

含
む
)
ま
た
は
区
担
当
窓
口
、
区
民
事

務
所

問
先
=
▽
特
別
区
民
税
・
都
民

税・
:納
税
課
整
理
係

▽
国
民
健
康
保

険
料
…
国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国
民
年
金
保
険
料
…
国
民
年
金
課
保

険
料
係

持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
。4
月
1
日
現
在
、

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機

付
き
目
転
車
や
軽
二
・
三
・
四
輪
車
、

二
輪
小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
を
す
れ
ば
1
2

年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

対
象
=
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い

な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
も

廃
車
届
は
必
要
)
/
届
け
出
を
し
な
い

で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り
し
た
方
/
解

体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
方

問
先
=
表
2

表2　 軽自動重税問い合わせ先一覧

生
活
環
境

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
建

物
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ど
で
出
入

り
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た
に
住

居
番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な

い
と
正
し
い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、

住
民
票
の
異
動
な
ど
の
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
。
棟
上
げ
・
基
礎
工
事
が
終
了

し
た
ら
、
案
内
図
と
配
置
図
(
建
築
確

認
書
一
式
の
中
に
あ
り
ま
す
)
を
ご
用

意
の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
建
物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
ア

パ
ー
ト
な
ど
建
物
の
名
称
が
変
わ
っ
た

場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問

先
=
戸
籍
住
民
課
住
居
表
示

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し
て

く
だ
さ
い
。

全
部
告
示
地
域
=
▽
江

北
七
丁
目
1
0
▽
椿
二
丁
目
2
1
供
用

開
始
日
=
2
月
1
8日

問
先
=
下
水
道

局
北
部
第
二
管
理
事
務
所

(
5
6
9
7
)
2
4
5
2

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
計
画
調
整
課
助

成
係

丸
の
内
二
丁
目
1
街
区
ビ
ル
建
設
事
業
の

公
聴
会
の
開
催
と
公
述
人
の
募
集

□
公
聴
会

日
時
=
4
月
1
2日
啝
、午
後
1
時
(
午
後
O

時
3
0分
か
ら
傍
聴
券
交
付
)

場
所
=

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
一
番
館
(
千
代
田

区
一
番
町
1
2
)

定
員
=
1
5
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※

公
述
の
申
し
出
者
が
な
い
と
き
は
、
公

聴
会
は
行
い
ま
せ
ん

□
公
述
人
の
募
集

定
員
=
2
5人
程
度
(
抽
選
)

申
込
=

申
出
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

事
業
名
、意
見
の
要
旨
(
8
0
0
字
以
内
)

を
記
入
し
、持
参
ま
た
は
郵
送
期

間
=
3
月
1
3
日
～
2
7
日
消
印
有
効
申

先
=
環
境
影
響
評
価
審
査
室
「
公
聴
会

担
当
」

〒
旧
・
8
0
0
1

新
宿
区
西

新
宿
2
-
8
-

―

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
室

「
公
聴
会
相
当
」

(
5
3
2
1
)
1
1
1
1

㈹

区
・
環
境
課
調
整
係

都
市
計
画
を
縦
覧
し
て
い
ま
す

次
の
都
市
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
。

□
東
京
都
市
計
画
市
街
化
区
域
及
び
市

街
化
調
整
区
域
の
変
更
(
市
街
化
区
域

及
び
市
街
化
調
整
区
域
の
整
備
、
開
発

又
は
保
全
の
方
針
の
変
更
)

区
域
=
足
立
区
を
含
む
2
3区
の
全
域

告
示
日
=
2
月
1
5日

縦
覧
場
所
・
問

先
=
都
市
計
画
係

燃
え
な
い
建
物
を
建
て
る
方
に
助
成
し
ま
す

区
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
都
市
防
災
不
燃

化
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
燃

化
促
進
区
域
内
で
事
業
実
施
期
間
中
、

一
定
の
基
準
に
合
っ
た
不
燃
建
築
物
を

建
て
る
方
に
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
、

建
物
の
不
燃
化
を
促
進
し
て
い
ま
ず

。

こ
の
区
域
内
で
建
物
の
建
築
を
お
考
え

の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お

建
築
工
事
着
手
ま
で
に
助
成
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

実
施
区
域
・
期
間
=
放
射
1
1
号
線
地
区

(
荒
川
以
北
の
尾
久
橋
通
り
)
…
認
年
3

月
3
1
日
ま
で
▽
中
央
本
町
・
梅
島
地

区
…
1
3
年
1
月
3
1
日
ま
で
※
不
燃
化

促
進
区
域
と
は
、放
射
1
1
号
線
の
道
路

の
両
側
か
ら
お
お
む
ね
3
0
m以
内
の
区

域
お
よ
び
中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区

域
で
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

を

問
先
=
防
災
ま
ち
づ
く
り
係

ご
存
じ
で
す
か
　沿
道
地
区
計
画
制
度

区
で
は
、
幹
線
道
路
沿
道
の
道
路
交

通
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
と
、
適
正

か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
促
進
す
る

た
め
、
国
道
4
号
(
荒
川
以
北
)
と
環

状
7
号
線
沿
道
の
沿
道
地
区
計
画
を
定

め
て
い
ま
す
。
沿
道
地
区
計
画
の
区
域

内
(
沿
道
の
お
お
む
ね
3
0
m
)で
次
の

行
為
を
行
う
場
合
は
、
建
築
確
認
申
請

と
は
別
に
、
当
該
行
為
着
手
の
3
0日
前

ま
で
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

▽
土

地
の
区
画
形
質
の
変
更

▽
建
築
物
の

新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築

▽
建
築
物

の
用
途
、
形
態
ま
た
は
意
匠
の
変
更

沿
道
地
区
計
画
に
伴
う
条
例
施
行
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど
は
、居
室
(
沿

道
の
お
お
む
ね
2
0
mの
区
域
内
)
に
対

す
る
防
音
工
事
費
の
一
部
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す

。
ま
た
騒
音
が
背
後
へ
通
り

抜
け
な
い
建
物
(
緩
衝
建
築
物
)
に
す

る
た
め
の
建
築
費
な
ど
を
一
部
助
成
す

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
先
=
防
災

ま
ち
づ
く
り
係

▽
6
・
7

面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
3
月
1
0
日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
第
5
期
生
募
集

区
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

に
参
加
し
、リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
知

識
を
深
め
ま
せ
ん
か
。活
動
期
間
=

4
月
～
1
4
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
活

動
日
=
毎
月
第
4
木
曜
日
(
そ
の
ほ
か

区
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
)

主
な

活
動
場
所
=
あ
だ
ち
再
生
館

対
象
=

区
内
在
住
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
の
あ

る
方
(
1
8歳
以
上
)

定
員
=
3
0人

申
込
=
(
ガ
キ
ま
た
は
封
書
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、
職
業
、電
話
番
号
と
「
あ

な
た
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
考
え
」

を
明
記

期
限
=
3
月
2
1日
必
着

申
・
問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
普
及

啓
発
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1 区

役
所
来
庁
者
送
迎
車
は
廃
止
に
な
り
ま
す

今
ま
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
、
区
役

所
来
庁
者
送
迎
車
は
、こ
の
3
月
3
1日

で
廃
止
に
な
り
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
庁
舎
管
理
課

掲
示
板

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級

課
程
)
受
講
生
募
集
日
程
(
予
定
)
=

▽
昼
間
・
:
4
月
3
日
～
5
月
1
9
日
▽

夜
間・
:
4
月
3
日
～
6
月
1
6日

申
・

問
先
=
医
療
法
人
社
団
福
寿
会

(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

□
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
無
料
検

診

事
件
後
、
後
遺
症
や
自
覚
症
状
で

お
悩
み
の
方
は
。
ぜ
ひ
検
診
を
お
受
け

く
だ
さ
い
。

日
程
=
▽
3
月
1
8日
出

・
1
9日
即
…
足
立
区
役
所

▽
3
月
2
5

日
出
・
2
6日
面
・
:越
谷
市
中
央
会
館

▽
4
月
1
5日
出
・
1
6日
収
…
目
黒
保
健

所

※
時
間
等
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
を

問
先
=
阿
部
法
律
事
務
所

(
3
5
0
2
)
7
0
3
3

□
健
康
講
座
日
時
=
3
月
2
5
日
出
、

午
後
3
時
～
5
時
場
所
=
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ

内
容
=
注
意
し
ま
し
ょ
う
「
糖

尿
病
」

講
師
=
大
庭
建
三
氏
(
日
本

医
科
大
学
付
属
病
院
助
教
授
)

定
員
=
1
0
0

人

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
吐
足
立
区
薬
剤
師
会

(
5
8
1
3
)
8
9
3
3

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
閉
館

区
民
の
文
化
・
芸
術
作
品
の
展
示
の

場
と
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き
た

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
西
新
井
サ
テ
ィ
4

階
)
は
、1
3年
3
月
末
で
閉
館
と
な
り

ま
す
。
同
年
4
月
か
ら
は
、
教
育
研
究

所
2
階
が
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
代
替
え

施
設
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
足
立
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

文
化
事
業
課

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1
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都
市
計
画
変
更
案
の
説
明
会

区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
案
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

▽
北
千
住
駅
西
口
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
の
変
更
(
足
立
区
決
定
)

▽
東
京
都
市
計
画
道
路
の
変
更
(
足
立

区
決
定
)
・
:
補
助
第
1
9
0
号
線
/
足
立
区

画
街
路
第
1
号
線
お
よ
び
第
4
号
線

※
北
千
住
駅
西
口
再
開
発
事
業
区
域
内

に
歩
行
者
専
用
嵩
上
げ
式
交
通
広
場
を

設
置
す
る
た
め
に
都
市
計
画
を
変
更
し

ま
す
。
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
次
の

都
市
計
画
も
変
更
し
ま
す

▽
用
途
地
域
の
変
更
(
東
京
都
知
事
決

定
)

▽
高
度
利
用
地
区
の
変
更
(
足

立
区
決
定
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

日
時
=
3
月
2
4日
窗
、
午
後
7
時
～
9

時

場
所
=
千
寿
本
町
小
学
校

問
先
=

公
共
施
設
担
当
課

(
3
8
7
9
)
5
5
1
3

教

育

教

育

相

談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
。
言
葉
が

遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室
　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

区
立
島
根
小
学
校
は

仮
設
校
舎
に
移
転
し
ま
す

区
立
島
根
小
学
校
は
改
築
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
仮
設
校
舎
に
移
転
に
ま
す
。

※
電
話
番
号
は
変
更
な
し

移
転
場
所
=
六
月
3
-
1
0
-
2
(
図

1
)
移
転
期
間
=
3
月
2
8
日
～
1
4
年

3
月
3
1日
(
予
定
)

問
先
=
施
設
課

図1　 島根小学校移転場所

催
し
物
ガ
イ
ド

子
ど

も
映

画
会

「長
く
つ
し
た
の
ピ
ッ
ピ
」

夢
の
世
界
を
か
け
め
ぐ
る
ピ
ッ
ピ
の

世
界
は
み
ん
な
の
世
界
。幼
児
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。日
時
=
3
月

1
8
日
出
、午
後
2
時
3
0
分
～
3
時
4
0
分

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問
先
=
千
住
児
童
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

日
本
少
年
少
女
合
唱
連
盟

第
1
1回
合
同
演
奏
会

北
は
山
形
か
ら
南
は
大
阪
ま
で

、
少

年
少
女
合
唱
団
2
6
団
体
に
よ
る
合
同
演

奏
会
で
す

。

日
時
等
=
3

月
3
0
日
團

、

昼
の
部
・
:正
午
開
演
、
夜
の
部
・
=
午
後
5

時
3
0分
開
演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
=

合
同
演
奏

「
ハ
レ
ル
ヤ

」
/
各
合
唱
団

の
演
奏

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
振
興
係

女

性

の

つ

ど

い

「
女
性
議
会
」傍
聴
人
・
意
見
募
集

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
身
近
な
問
題
点
を
話
し
合
い
ま
す
。

質
問
す
る
議
員
も
、
答
え
る
執
行
機
関

も
全
員
女
性
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。ま
たご
意
見
・
ご
質
問
も
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

日
時
=
4
月
8
日
出
、

午
後
2
時
～
4
時
場
所
=
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
民

定
員
=
1
0
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話
(
意
見
等
は
(
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、「
女
性
議

会
意
見
」
と
明
記
)

※
保
育
室
あ
り
(

要
予
約
)

期
限
=
3
月
2
7日
必
着

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

F
A
X
(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

結
成
1
0周
年
記
念

第
1
0回
定
期
演
奏
会

日
時
=
3
月
1
9日
面
、
午
後
2
時
開
演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル

内
容
=
▽
第
1
部
…
結
成
1
0

周
年
記
念
ス
テ
ー
ジ
(
結
成
1
0周
年

記
念
マ
ー
チ
、
卒
団
員
参
加
合
同
演
奏

ほ
か
)

▽
第
2
部
…
小
学
6
年
生
楽

器
自
慢

▽
第
3
部
…
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

テ
ー
ジ
(
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
ズ
ほ
か
)

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
文
化
振
興
係

4
月
か
ら
始
め
よ
う

老
人
会
館
の
教
室

□
水
彩
画
教
室

日
時
=
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
(
全
2
4

回
)
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0分

□
書
道
教
室
(
前
期
分
)

日
時
=
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
(
全
1
2

回
)
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0分

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
6
0歳
以
上
で
区
内
在
住
の
方
(

現
在
受
講
中
の
方
は
除
く
)

※
同
時

に
2
つ
の
教
室
の
申
し
込
み
は
不
可

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記

期
限
=
3
月
1
6日
必
着

申

先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西

保
木
間
4
1
9
1
1

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

親
子
遊
び
グ
ル
ー
プ

参
加
者
募
集

青
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親
子
遊
び
の

グ
ル
ー
プ
が
楽
し
い
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ

い

グ
ル
ー
プ
名
・
活
動
日
=
▽
パ
ン

ダ
サ
ー
ク
ル
=
・毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

▽
ス
イ
ト
ピ
ー
ク
ラ
ブ
…
毎
月
第
2
・
4

金
曜
日

▽
く
る
り
く
ら
・
:月
2
～
3

回

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

場
・
問
先
=
青
年
セ
ン
タ

ー
　
　
　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

米
穀
小
売
業
登
録
(
6
月
1
日
登
録
)の
受
け
付
け

手
数
料
な
ど
く
わ
し
い
内
容
は
、
申

請
用
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

卸
売
業
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
都
・
生

活
文
化
局
米
穀
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
書
類
配
付
場
所
・
申

請
期
間
=
▽
都
・
生
活
文
化
局
米
穀
係

・
:
3
月
1
5日
～
4
月
2
8日

▽
区
・
消

費
者
セ
ン
タ
ー
・
:
4
月
3
日
～
2
8
日

(申
請
書
配
布
は
3
月
1
5日
か
ら
)

※
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

申
・
問
先
=
都
・
生
活
文
化
局
米
穀
係

(
5
3
8
8
)
3
0
8
3

区
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

や
め
よ
う
　放
置
自
転
車

歩
道
に
は
み
だ
し
た
自
転
車
が
、
歩

行
者
の
進
路
を
妨
げ
た
り
、
街
の
美
観

を
損
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
緊
急
活
動
の

障
害
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
春
休
み
期
間
中
は
、
特
に
学

生
な
ど
の
自
転
車
放
置
が
目
立
ち
ま
す
。

駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け
歩
き
、
自

転
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
決
め

ら
れ
た
自
転
車
駐
車
場
に
置
い
て
ぐ
だ

さ
い
。
区
で
は
。
駅
前
周
辺
の
お
お
む

ね
3
0
0
m以内
布
目
転
車
放
置
禁
止
区
域

に
指
定
し
て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
に
放

置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
撤
去
し
て
自
転

車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
ま
す
。
自
転

車
を
引
き
取
る
際
に
は
、
撤
去
料
と
し

て
2
千
円
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
。
処

分
し
ま
す
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

最
近
は
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
外
の

路
上
に
も
放
置
自
転
車
が
あ
り
ま
す
。

通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
自
転
車

は
皆
さ
ん
の
敷
地
内
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

問
先
=
自
転
車
係

図
書
館
か
ら
の
ご
案
内

□
千
住
図
書
館
が
閉
館
し
ま
す

千
住
図
書
館
は
、3
月
3
1日
を
も
っ

て
閉
館
と
な
り
ま
す
。

長
い
間
、
地
域
に
身
近
な
図
書
館
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
千
住
地
区
に
は
、
新
中
央
図

書
館
が
7
月
1
日
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
梅
田
図
書
館
の
改
修
工
事
を
し
ま
す

梅
田
図
書
館
(
現
中
央
図
書
館
)
は
、4

月
1
日
か
ら
7
月
1
9日
ま
で
休
館
し
、

そ
の
間
、
改
修
工
事
と
新
た
に
開
設
す

る
凖
備
を
行
い
ま
す
。7
月
2
0日
に
は

地
域
図
書
館
と
し
て
新
装
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
中
央
図
書
館

(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

フ

リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

▼
3
月
1
2日
茴

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
中

庭

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天

中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
2
千
円
/
電

話
/
大
島

(
3
8
8
0
)
8
2
2
2

▼
3
月
2
6日
剛

諏
訪
木
西
公
園

午

前
9
時
～
午
後
3
時

雨
天
の
場
合
4

月
2
日
面
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/

電
話
/
高
橋

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
4
月
2
日
㈲

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場

午
前
9
時
～
午
後
2
時

※
雨
天

中
止
/
7
0区
回
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/

斉
藤
　
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

「
2
1世
紀
の
情
報
公
開
制
度
の

構
築
に
向
け
て
」提
言

区
の
情
報
公
開
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
い
た
足
立
区
公
文

書
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議
会
(
伊

集
院
實
会
長
)
は
、「2
1世
紀
の
情
報
公

開
制
度
の
構
築
に
向
け
て
」
と
題
し
た

提
言
を
1
月
1
8日
に
区
長
に
答
申
し
ま

し
た
。
区
で
は
、
こ
の
提
言
を
も
と
に
、

来
年
1
月
の
施
行
を
め
ざ
し
条
例
改
正

案
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

□
提
言
の
主
な
内
容

▽
区
の
「
説
明
責
任
」…
区
は
区
政
の

諸
活
動
に
つ
い
て
区
民
の
方
に
説
明
す

る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
条
例
の
目
的
規

定
で
明
ら
か
に
し
て
、
①
従
来
ど
お
り

「
原
則
公
開
」と
す
る
こ
と
、
②
公
務
員

情
報
に
つ
い
て
は
実
態
に
則
し
て
開
示

範
囲
を
条
例
上
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

③
非
開
示
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
明
記

す
る
こ
と

▽
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
・
:利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

①
利
用
し
や
す
い
請
求
手
続
き
を
検
討

す
る
こ
と
、
②
視
聴
覚
障
害
者
の
方
の

ア
ク
セ
ス
の
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と

▽
情
報
公
開
の
総
合
的
な
推
進
…
情
報

公
開
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
①
対
象
と
す
る
情
報
の
中
に
電
子

情
報
を
含
め
る
こ
と
、
②
一
度
開
示
さ

れ
た
区
政
情
報
に
つ
い
て
は
、
以
後
開

示
請
求
の
手
続
き
を
と
ら
す
に
情
報
提

供
で
き
る
し
く
み
を
作
る
こ
と
、
③
公

社
な
ど
の
情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
も

責
務
規
定
を
設
け
る
と
と
も
に
、
区
に

は
公
社
な
ど
に
制
度
の
モ
デ
ル
を
示
し

導
入
を
促
す
責
務
が
あ
る
こ
と
な
ど

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

問
先
=
区
政
情
報
室

女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業

女
性
相
談
室
は
、
相
談
員
の
研
修
の

た
め
次
の
と
お
り
休
業
し
ま
す
。

※
こ
の
期
間
は
相
談
の
予
約
も
休
業

期
間
=
3
月
1
8
日
～
2
1
日
問
先
=
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
5
月
号

投
稿
募
集
「
花
」

5
月
号
の
テ
ー
マ
は「
花
」。
あ
な
た

の
好
き
な
花
、
花
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

や
場
所
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
選
考
の

う
え
、
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方

に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申

込
=
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」を
明
記

し
、4
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
て
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
=
3
月
1
7日
必

着

申
・
問
先
=
広
報
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
―
1
7―
1

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
( 23)

柳
原
千
草
園

生
け
垣
と
と
も
に
曲
が
り
く
ね
っ
て

い
く
小
道
。
滝
か
ら
流
れ
る
せ
せ
ら
ぎ

の
音
。
木
道
か
ら
眺
め
る
池
の
鯉
…
。

ま
る
で
、
ど
こ
か
大
き
な
お
屋
敷
の
庭

に
で
も
迷
い
込
ん
だ
よ
う
で
す
。

こ
こ
は
、
ま
ち
の
中
に
あ
る
と
は
思

え
な
い
よ
う
な
閑
静
な
場
所
。
名
前
の

と
お
り
様
々
な
木
や
花
、
水
辺
の
植
物

な
ど
が
、
春
か
ら
秋
ま
で
か
わ
る
が
わ

る
楽
し
め
ま
す
。
ま
ず
は
春
を
見
つ
け

に
来
ま
せ
ん
か
。
今
の
時
期
は
例
年
、

カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
、
ハ
ナ
モ
モ
、
ス
モ
モ
、

コ
ブ
シ
、
ミ
ツ
マ
タ
が
見
ご
ろ
で
す
。

お
子
さ
ん
用
の
遊
具
も
あ
り
ま
す
。

《
広
報
課
》

▲ いろいろな植物が楽しめます

▲ 日本庭園の趣

柳
原
1
―
2
1―
1
6
　牛田
駅
ま
た
は
京

成
関
屋
駅
下
車
　
徒
歩
5
分

花だより

三 椏

ミ
ツ
マ
タ
は
枝
が
3
本
に
わ
か
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
木
で
す
。

樹
高
は
低
く
、
春
先
に
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ

に
よ
く
似
た
形
の
、
控
え
め
な
黄
色
い

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
香
り
は
ジ
ン
チ
ョ

ウ
ゲ
ほ
ど
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。
放
っ
て

お
い
て
も
樹
形
が
き
れ
い
に
ま
と
ま
る

た
め
公
園
や
庭
木
に
は
よ
く
用
い
ら
れ

ま
す
。

こ
の
木
は
花
よ
り
も
、
和
紙
の
原
料

に
な
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

樹
皮
の
繊
維
が
強
く
、
良
質
な
紙
を
作

る
こ
と
か
ら
、
現
在
で
も
日
本
の
お
札

の
主
な
原
料
ど
な
っ
て
い
ま
す
。

《
公
園
緑
地
課
》 絵: 小山内ヅル子さん( 千住柳町)

□
区
内
で
ミ
ツ
マ
タ
の
見
ら
れ
る
公
園

▽
都
市
農
業
公
園
(
鹿
浜
2
―
4
4―

1
)

ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

※
歩
き
タ
バ
コ
も
や
め
ま
し
ょ
う

問
先
=
地
域
振
興
課
美
化
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

スケッチあだち
このコ ーナーではまちの情報・話題を

お待ちしていま す。

問 先= 広 報 係　3880- 5111 ㈹

3年B組

金八先生
区内各所で

撮影中!

毎
週
木
曜
日
、
夜
9
時
、
テ
レ
ビ
で
放
送
中
の

ド
ラ
マ
「
3
年
B
組
金
八
先
生
」。
今
回
は
5
回
目

の
シ
リ
ー
ズ
で
な
ん
と
2
0年
間
も
続
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
撮
影
場
所
は
、
足
立
区
の
学
校
や
公

園
、
お
寺
、
荒
川
の
土
手
な
ど
区
内
の
い
ろ
い
ろ

な
場
所
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
2
0年
前
、ロ
ケ
地
を
探
し
て
い
た
ら
、ど
う
い

う
わ
け
か
来
て
し
ま
っ
た
の
が
荒
川
土
手
な
ん
で

す
。川
の
あ
る
町
を
探
し
て
い
た
ん
で
す
が
、ほ
か

の
川
は
全
部
護
岸
工
事
が
さ
れ
て
い
て
草
っ
ぱ
ら

の
残
る
の
は
多
摩
川
と
荒
川
だ
け
。
そ
れ
と
ぼ
く

は
下
町
が
好
き
。
柳
原
の
路
地
や
北
千
住
駅
あ
た

り
の
に
ぎ
わ
い
な
ど
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
と
こ

ろ
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
柳
井
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

わ
ず
か
数
秒
の
シ
ー
ン
を
撮
る
た
め
に
、
俳
優

の
皆
さ
ん
は
何
回
も
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
本
番
に

の
ぞ
み
、
何
十
人
も
の
撮
影
ス
タ
ッ
フ
が
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ド
ラ
マ
の
撮
影
現
場
に
、

あ
な
た
も
出
会
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

撮
影
の
合
間
に
武
田
鉄
矢
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

▽
足
立
区
の
イ
メ
ー
ジ
は

や
は
り
荒
川
の
土
手
の
風
景
で
す
。
そ
の
風
景

も
2
0年
前
は
下
町
の
に
お
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
は
高
速
道
路
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
覆
わ

れ
て
随
分
か
わ
り
ま
し
た
。

▽
中
学
生
を
持
つ
親
御
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を

中
学
生
は
体
は
大
き
い
で
す
が
、
や
は
り
日
本

の
子
ど
も
の
育
て
方
が
よ
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、

乳
母
車
で
な
く
お
ん
ぶ
と
い
う
ア
ジ
ア
的
な
育
て

方
。
乳
母
車
が
上
か
ら
子
ど
も
を
見
続
け
る
の
に

対
し
て
、
お
ん
ぶ
は
体
が
ふ
れ
あ
っ
て
も
、
お
互

い
違
う
も
の
を
見
て
い
る
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
安

心
感
が
得
ら
れ
、
親
子
で
違
うも
の
を
見
て
い
る

そ
ん
な
関
係
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

※
武
田
鉄
矢
さ
ん
か
ら
抽
選
で
1
人
の
方
に
「
サ

イ
ン
色
紙
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、「
金
八
先
生
サ
イ
ン
」と
明
記
し
、
武
田

鉄
矢
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
広
報
課
ま

で

期
限
=
3
月
1
7日
消
印
有
効

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

金八先生こと
武田鉄矢さん

▲ 荒川 土 手

▲ リハーサル風景

▲ 第二中学校▲ 都立江北高校▲ 南蔵院

鹿
一
小
の
足
踏
み
オ
ル
ガ
ン
が

海
を
渡
っ
て
パ
ナ
マ
共
和
国
へ

鹿
浜
第
一
小
学
校
の
足
踏
み
式
オ
ル

ガ
ン
3
2台
が
パ
ナ
マ
共
和
国
に
寄
贈
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
2
月
3
日
、
ラ
ウ

ル
・
ア
ダ
メ
ス
駐
日
パ
ナ
マ
大
使
夫
妻

が
同
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。こ
の
オ
ル

ガ
ン
は
電
子
オ
ル
ガ
ン
へ
の
買
い
替
え

に
よ
り
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
3

月
中
旬
に
は
パ
ナ
マ
に
到
着
す
る
予
定
。

大
使
か
ら
は
「
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
の
多
い
地
域
で
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
使
夫
妻
は
授

業
中
の
6
年
2
組
を
訪
れ
、

児
童
か
ら
の
質
問
に
答
え

る
な
ど
つ
か
の
間
で
す
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲ 児童からの質問に笑顔で答える大使夫妻

鬼はそと～　福を呼ぶ豆まき
2
月
3
日
は
節
分
。
各
家
庭
は
も
と

よ
り
、
区
内
の
各
所
で
も
豆
ま
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

西
新
井
大
師
で
は
、
年
男
年
女
、
栃

東
関
な
ど
有
名
人
が
盛
大
に
豆
を
ま
き
、

境
内
を
う
め
つ
く
し
た
人
々
を
わ
か
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
関
原
不
動
で
は
、
2

年
前
か
ら
年
男
年
女
が
そ
ろ
い
の
陣
羽

織
を
着
る
よ
う
に
な
り
、
寄
付
さ
れ
た

菓
子
や
雑
貨
な
ど
を
威
勢
よ
く
ま
き
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
や
、
近
所
の
方
が
大

勢
集
ま
り
、
下
町
な
ら
で
は
の
に
ぎ
や

か
な
豆
ま
き
に
な
り
ま
し
た
。

▲ 西新井大師で豆をまく栃東関ら

▲ そろいの陣羽織で豆をまく関原不動

幼
稚
園
に
中
学
生
の
お
ね
え
さ
ん
先
生

が
や
っ
て
来
た
!

2
月
2
4日
、
第
十
五
中
学
校
の
3
年

生
の
女
子
生
徒
3
3人
が
、
区
立
元
宿
幼

稚
園
で
保
育
の
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

こ
の
実
習
は
家
庭
科
の
授
業
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
、
幼
稚
園
の
現
場
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
教
え
る
こ
と
、
園
児
と

の
触
れ
合
い
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

中
学
生
が
用
意
し
た
、
牛
乳
パ
ッ
ク

を
ピ
ン
に
見
た
て
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
、

ビ
ニ
ー
ル
の
ご
み
袋
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

た
迷
路
な
ど
で
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、

い
つ
し
か
そ
こ
は
一
日
だ
け
、
中
学
生

の

〝先
生
〟
と
園
児
の
幼
稚
園
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

▲ 手作り迷路も難なくゴール
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